
JAPAN COAST GUARD

県内在住者によるマリンレジャーに伴う事故発生状況について

第十一管区海上保安本部
交通安全対策課
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県内在住者、31人、 28%

日本人観光客、51人、47%

外国人観光客、27人、25%

１０９人

マリンレジャーに伴う人身事故発生状況（速報値）

〔27人、34%〕

〔11人、14％〕

〔42人、52%〕

・ 日本人観光客が、全体の約５割を占め、次いで県内在住者、外国人観光客の順に事故が多い

■計19人

〔 〕内は、令和７年同時期の事故者数

R８.1.１～R８.９.16

■ 死者・行方不明者
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過去５年（確定値）と令和８年（速報値）の比較

・ 令和８年も、県内在住者による事故者数は増加傾向にある

R3～R7：1/1～９/16

県内在住者の事故者数（R3～R８）

R8：1/1～9/16
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死者・行方不明者
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年齢層別の事故状況（県内在住者）

・ 過去５年を年齢層別で見ると、20代以下に事故が多く、50代以上に死者・行方不明者が多い

20代以下

83人,47%

30・40代

48人,28％

50代以上

43人,25%

174人

年齢層別（R3～R7）

■計40人

■ 死者・行方不明者
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遊泳中, 28人, 34%

SUP中, 18人, 22%

スノーケリング中, 15人, 18%
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・ 20代以下による事故を活動内容別で見ると、遊泳中、SUP中、スノーケリング中の順に多い

・ 50代以上による事故を活動内容別で見ると、釣り中、スノーケリング中、磯遊び中の順に多い

年齢層別の活動内容（県内在住者）

20代以下の活動内容別（R3～R7）

■ 死者・行方不明者

83人
■計８人

釣り中, 13人, 30%

スノーケリング中, 9人, 21%
磯遊び中, 7人, 16%

■ 死者・行方不明者

50代以上の活動内容別（R3～R7）

43人
■計23人
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海水浴場以外, 170人, 98%

海水浴場, 4人, 2%

事故発生場所の状況 （県内在住者）

・発生場所で見ると、９割以上が海水浴場以外で発生

事故発生場所（R3～R7）

174人
■計40人

■ 死者・行方不明者

出典：Wikipedia
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非着用, 120人, 75%

着用, 39人, 25%

救命胴衣の着用状況 （県内在住者）

・救命胴衣の着用状況で見ると、約８割が非着用

救命胴衣の着用状況（R3～R7）

※ 事故者174人中、救命胴衣の着用をしないダイビング等を除く159人

159人
■計37人

■ 死者・行方不明者



何気ない生活の１ページ

海が交流の場

海は生活の一部

地域文化の形成

出典：那覇市

海が近い生活環境

自然環境の
不安定さ



場 所：嘉手納町嘉手納マリーナ付近海岸
事 故 者：10歳未満 男性

・ 事故者を含む７名（※１）で、海岸を訪問

・ 事故者の父が、道具等の準備で目を離した隙に、

子供だけで入水

・ 水深が深くなり、事故者以外は陸に引返す（※２）

・ 上陸後、事故者が確認できず、通報

・ 消防士が、海底で事故者を発見、救助

・ 病院に搬送されるも医師により、死亡を確認

※１ 大人は、事故者の父のみ

※２ 事故者は、マスク、スノーケルのみ装着

事故防止のポイント
子供から目を離さない
監視員が常駐する海水浴場を利用

事故発生場所

嘉手納マリーナ

場 所：浦添市那覇港浦添ふ頭
事 故 者：10代 男性

・ 事故者を含む11名で、防波堤から飛込みを開始

・ 事故者の次に飛込んだ友人が、事故者の頭部へ落下

・ 事故者は、一時意識を消失するも、回復

・ 友人により陸上に搬送、首の痛みを申告

・ 病院に搬送され、頸椎損傷、肺炎の診断、

１週間の入院

事例紹介

事故防止のポイント

防波堤等からの飛込みや、港内で遊泳はしない

事故発生場所

（子供だけで水辺に行かない）



事故防止のポイント
飲酒後、入水しない/させない
救命胴衣の着用

場 所：宮古島市新城海岸
事 故 者：40代 男性

・ 午後３時頃から友人５名と、飲酒を伴うバーベキューを開始

・ 事故者は、友人に止められるも、酒に酔った状態（※１）で

SUPを持ち、海上に進出

・ 約１時間後、友人が、うつ伏せで浮いている事故者を

発見（※２）、友人により陸上に搬送

・ 病院に搬送されるも医師により、死亡を確認

※１ 事故調査：普段から酒酔い状態で、入水や、SUPに

寝転がる癖あり

※２ 救命胴衣非着用

新城海岸

宮古島

事故発生場所

場 所：国頭村宜名真漁港付近磯場
事 故 者：30代・40代 男性（２名）

・ 事故者２名（以下AとB）は、午前７時30分から磯釣りを開始

・ 足元を波が襲うようになるも、何ら対策を講じず磯釣りを継続

・ 午前10時頃、大波により、２名が落水し、漂流

・ A（※１）は、携行した携帯電話で通報

・ Aは、漁船が発見、救助

・ B（※２）は、当庁ヘリコプターにより発見、救助

・ ２名とも病院に搬送され、Aの無傷、Bの死亡を確認

※１ 救命胴衣着用、防水パックに携帯を携行

※２ 救命胴衣非着用、携帯不所持

事故防止のポイント
救命胴衣の着用
落水への備え（通信手段の確保、安全帯の装着）

宜名真漁港

事例紹介

事故発生場所



※ イメージ図：Copilotを使用した生成AI画像

飲酒のリスク



第十一管区海上保安本部からのメッセージ

① 救命胴衣を着用しましょうね～♪

➁ 子供から目を離さないでね～♪

③ 子供だけで、水辺に行かないよ～♪/行かせませんよ～！

④ 監視員が常駐する海水浴場を利用しましょうね～♪

⑤ 海レジャー 飲酒で呼び込む 溺れの危険
（飲んだら入るなよ～、入るなら飲むなよ～！）

ユンタクで…

安全に海を楽しむために、

家族間、友人間、グループ間で
コミュニケーションを取るようにしましょう



沖縄県内のマリンレジャーによる事故減少対策に向け、
① マリンレジャーアンケート調査を実施中（※１）
➁ 50歳以上の方に向けた「マリンレジャー事故防止注意事項」を新たに掲載（※２）

※１ 令和９年２月28日まで、沖縄県運営マリンポータルサイトにアンケートを掲載予定の他、現地活動でQRコード付きリーフレットを随時配布

※２ 沖縄県運営マリンポータルサイトに掲載中

お知らせ（５者包括連携協定関係機関の取組）

【更新中】マリンレジャーアンケート調査フォーム 【新設】 マリンセイフティーステップガイド

クリック


